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＜連絡事項＞

・患者動静報告のフォルダーがおかしくなっているとの事で、新しいフォルダーが作られたので各自間違えのないように貼り付けを行って下さい。

・現在、コピー機使用枚数削減に取り掛かっていますが１２月分の西病棟使用枚数が50枚増えていました。今後、削減を心がけて印刷機で印刷可能な書類については印刷機を使用していきましょう。

・以前より全病棟の問題として投薬ミスがあり実施予定であった服薬確認チェックを

2/9より看護スタッフ対象に実施していきます。

①担当患者様の服薬している薬の名前・作用・副作用

②当院で処方されている薬の名前・作用・副作用（メールにて添付します）

③変薬のあった患者様の理由・薬の作用（カンファレンスで実施しています）

上記3点について10問位確認していきたいと思います。

＜患者様連絡事項＞

・七崎　之利様～鼻汁・咽頭痛の訴えがあり、本日の昼からＰＬ ３×ndＥ２日分が臨時処方となっています。

　　　　　　　　本人より、タバコを吸いすぎてしまう為預かってほしいと希望がありスタッフ預かりとなっています。１日１０本(起床時に渡す)。

　　　　　　　　本日から作業見学を行っています。

・上野　康弘様～ご家族より２/６(金)１３時～２/７(土)１８時半までの外泊希望がありました。又、家族勉強会の希望日が２/１３(金)で主治医の希望に合わせ来院するとの事です。主治医へ確認し、連絡する事ご家族へ伝えてあります。２/６(金)診察時に主治医へ確認をお願いします。

・漆畑　圭子様～他科薬のツムラ菌ちん蒿湯エキス顆粒135が２/５(木)の朝までとなっ　　　　　　　　　ており、ご家族の都合で２/５(木)以降に届くとの事です。主治医へ報　　　　　　　　　告し、薬が届き次第再び飲ませるようにとの指示です。　　　　　　　　　　　　　　　本日の検尿にて、白血球３＋・潜血２＋だった為主治医へ報告し様子観　　　　　　　　察との指示受けています。

・市川　真紀子様～主治医へ今月のハロマンス(100)１Ａ実施日を確認し、２/２５(水)実施予定との事です。

・加賀谷　芙美子様～低血糖時の予測指示ブドウ糖１４日間が継続処方となっています。

＜定期薬変更者＞

・中島　純子様～ジェイゾロフト(精神神経用剤) (25) ３Ｔ１×ndE→ジェイゾロフト(精神神経用剤) (25) ４Ｔ １×ndEへ増薬となっています。

・石切　久様～日中の眠気の訴えがあり、ドラール(催眠鎮静剤・抗不安剤) (15)１Ｔ→ネルボン(催眠鎮静剤・抗不安剤) (５)１Ｔへ変更となっています。

・古川　富蔵様～拡張期血圧が100以上の時があり、ノルバスク(血管拡張剤) (５)１/２Ｔ １×朝 追加処方となっています。血圧測定時に観察していきましょう。

＜皮膚科診察＞　

・蛭名　豊美様、木村　義重様、八森　正様、春本　司郎様、平　勝利様、木村　忠史様、

清水　進様の７名に継続して、タベジール ２Ｔ ２×ndE/７T（抗ヒスタミン剤）が7
日分臨時処方となっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう

・出河　攻様～下肢の掻痒感の訴えありタベジール ２Ｔ ２×ndE/7T（抗ヒスタミン剤）が７日分臨時処方となっています。

・春本　司郎様～掻痒感継続している事からネオファーゲンＣ ３Ｔ ３×ndE/７T処方となっています。顔面、急性湿疹の為デルモゾールＧ軟膏塗布の指示がでています。

・金沢　洋子様～入浴後、ラップ保護を忘れずに行うようにとの指示がありました。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａグループ～静かな雰囲気で行っていますが、全員が短期目標を覚えており、スムーズに進行できています。

　　　　　　　居眠りなどなく集中してできており評価しています。

・Ｂグループ～蛭名様がやや的外れな返答をする事あるが過度とならず、全体的に発言率も高く　穏やかな雰囲気の中取り組まれています。また、患者様よりある特定患者様(清水様)の話題があがり、テレビのチャンネルを変えられて困る・我慢していると話し合う場面がありました。

・Ｃグループ～全員が短期目標を覚えており、評価もスムーズに話す事できています。

　　　　　　　居眠りなく穏やかな雰囲気で行っています。

・Ｄグループ～平様の発言が多く、スタッフ声掛けしています。ＳＳＴ開始前は、林様の独語がありますが、開始後は聞かれていません。

　　　　　　　山下様の落ち着きのなさ目立っています。

· Ｅグループ～清水様が個別で行っています。全体的に静かな雰囲気ですが、八森様が積　　　　　　極的に挨拶をするなど表情良く参加されています。

＜アルコル依存症プログラムについて＞

· テキストを印刷した物は心理さんが管理していますので、必要なときは心理さんに問い合わせてください。テキストは前ページを印刷しているのではなく、必要な部分を印刷しているそうです。ページがないところもあるそうです。

· 上野　康弘様　Ⅲ期のプログラム再スタートミィーティングが入るため変更がありま　　　　　　　す。調整中なので連絡がきたら確認して勧めていきましょう。

　　　　　　　　　自助グループの参加について、家族面談の際も主治医より自助グループ参加の重要性を説明されています。断酒会等の自助グループの参加もすすめていきましょう。

· 八木橋　牧雄様　今後退院に向けての家族調整等を行って行きます。退院まではゼロの　　　　　　　　会の参加は継続となります。酒歴発表をしていないので酒歴発表を　　　　　　　　　して頂く方法で検討しました。主治医に確認後酒歴発表に向けてとり　　　　　　　　くんで頂く事となります。

